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序．委員会の目的

◆委員会の目的

◆委員会の位置づけ

本委員会は、仙台湾内に位置する仙台塩釜港、石巻港、松島港（以下、統合港湾という）
を対象とし、近年の経済社会及び港湾行政の動向を踏まえて、統合港湾が宮城県はもとよ
り東北地方の産業及び生活基盤として、地域経済の活力維持や暮らしの安定に貢献してい
くため、３港が一体となった統合港湾の将来ビジョンとその実現に向けた戦略について検討
するものである。

序－1



◆戦略ビジョン検討フロー

序－2



１．仙台湾各港の現状

１．１ 仙台湾各港の概要

（１）宮城県港湾の位置

○宮城県内には、国際拠点港湾１港、重要
港湾１港、地方港湾８港、計１０港が整
備されている。

○道路での走行時間４０分、海上距離では
直線で約１０kmの至近に仙台塩釜港、
松島港、石巻港の３港が存在する。

宮城県港湾の位置

仙台湾内港湾の位置

約１８km鹿児島港

約１９km伏木富山港

約１５km四日市港

約１８km広島港

約２５km茨城港

港湾区域直線距離港湾名

約１８km鹿児島港

約１９km伏木富山港

約１５km四日市港

約１８km広島港

約２５km茨城港

港湾区域直線距離港湾名
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松島港



（２）臨港地区及び港湾区域の指定状況
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注．予定臨港地区は、港湾
管理者の案

【石巻港】

臨港地区の指定状況
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仙台塩釜港港域（港則法）

【石巻港】【仙台塩釜港及び松島港】

港湾区域の指定状況
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（３）空間利用状況
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【仙台塩釜港：仙台港区】



【仙台塩釜港：塩釜港区】
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【石巻港】
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１．２ 各港の利用状況

（１）各港の利用動向

仙台湾内港湾（仙台塩釜港・石巻港）取扱貨物量動向
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S26 S27 S28 S29 S30 S31 S32 S33 S34 S35 S36 S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

塩釜港区仙台港区 石巻港仙台湾（千ﾄﾝ）

戦後の復興期
（朝鮮戦争特需）

第１次高度成長期
（神武景気・岩戸景気）

第２次高度成長期
（いざなぎ景気）

（輸出増大）

第１次オイルショック

高度成
長期の
終焉

第２次オイルショック

安定成長期
（変動相場制度⇒輸出産業大打撃）

（主要輸出品：鉄鋼⇒自動車）

プラザ合意東京オリンピック

大阪万国博覧会

バブル景気
（低金利政策）

（経済のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化）

バブル崩壊

景気低迷期（失われた10年）
（不良債権問題）

（円高不況⇒製造業の海外移転）

いざなみ景気
（構造改革）

（新興国の台頭）

世界同時
不況

リーマン・ショック

フェリー就航による貨物増

完成自動車の移出
及びコンテナによる貨物増

（H3 関東自動車岩手工場稼働）

塩釜港区の貨物減少の影響

原油(輸入)貨物増

H22

サブプライム危機
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◆仙台塩釜港：仙台港区

○取扱貨物量は順調に増加し、平成１９年に過去最高の３,８９０万トンを取り扱うも、その

後減少したが、平成２２年は３３３０万トンまで回復している。

○主要品目はフェリー・完成自動車・石油類で、全体の約７割以上を占めている。

○背後圏の自動車関連企業が増産を開始した影響で、完成自動車の取扱量は急激に伸びたが

世界同時不況で減少している。

○コンテナ取扱個数は毎年約１０％程度伸びており、平成２２年は約２２万TEUである。
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コンテナ 内貿

コンテナ 外貿

フェリー

専用

公共一般

(千ﾄﾝ) 公・専別取扱貨物量の推移【仙台港区】
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取扱貨物量の推移(仙台港区) 完成自動車取扱量(仙台港区)

フェリー
24%

完成自
動車
21%

その他
16%

鉄鋼･
鋼材
5%

紙・パ
ルプ
5%

石油類
11%

金属く
ず  5%

仙台港区
H22

33,316千ﾄﾝ
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(万ﾄﾝ)
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(万ﾄﾝ)

0

5

10

15

20

25

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

輸出 輸入 移出 移入(万TEU)

毎年約10％の伸び

内航フィーダー　14便/週
　京浜港～仙台塩釜港～各港

外貿コンテナ航路　5便/週
　・北米西岸・東南アジア　1便/週
　・東南アジア　　　　　　　　1便/週
　・中国・韓国　　　　　　　 　3便/週

注：平成22年12月現在

外貿コンテナ取扱個数の推移(仙台港区)

品目別構成
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専用
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公・専別取扱貨物量の推移【塩釜港区】(千ﾄﾝ)

◆仙台塩釜港：塩釜港区

○石油の取扱量や仙台火力発電所の石炭から天然ガスへの燃料のシ

フトによる石炭取扱量の減少によって、近年の貨物量は減少傾向

にあり、平成２２年は２０９万トンとなっている。

○主要品目は石油類・セメント・金属くずで、全体の約９割を占め

ている。
石油類

68%

セメント
14%

その他
13%

金属く
ず  5%

塩釜港区
H22

2,093千ﾄﾝ

品目別構成
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公・専別取扱貨物量の推移【石巻港】(千ﾄﾝ)

◆石巻港

○取扱貨物量は平成元年の５７０万トンをピークに減少し、平成

２２年は４０４万トンとなっている。

○主要品目は木材チップ・米穀類・石炭・動植物性製造飼肥料・

原木で、全体の約７割を占めている。
米穀類

19%
石炭
10%

その他
23%

石灰石
5%
原木
7%
動植性
飼肥料

9%

木材
チップ
27%

石巻港
H22

4,044千ﾄﾝ

品目別構成
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（２）東北他港との比較

◇総貨物量
○東北港湾の中では仙台塩釜港の取扱量が最も多く、東北

全体の27％を占めている。
○仙台塩釜港の完成自動車の取扱量は東北の中で90％弱と

突出しており、背後の自動車産業の積み出し基地、背後
地への自動車供給基地となっている。

○また、原油や石油製品も多く取り扱っており、エネル
ギー供給基地にもなっている。

石巻港
3%

八戸港
20%

青森港
21%

小名浜
港
12%

その他
19%

仙台塩
釜港
27%

東北港湾取扱貨物の港湾別シェア

東北重要港湾
取扱量(H21)
126百万ﾄﾝ

資料：港湾統計年報

【輸送機械】移出入

仙台塩釜港

八戸港

釜石港

小名浜港0

2,000

4,000

6,000

8,000

S60 H2 H7 H12 H16 H20 H21

(千ﾄﾝ) 【原油】輸移入

仙台塩釜港

秋田港

小名浜港

八戸港

船川港
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2,000
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8,000

S60 H2 H7 H12 H16 H20 H21

(千ﾄﾝ) 【石油製品】輸移出入

仙台塩釜港

青森港

秋田港

酒田港

小名浜港

0

2,000

4,000

6,000

8,000

S60 H2 H7 H12 H16 H20 H21

(千ﾄﾝ)

港湾別主要品目の推移
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釜石

宮古

注．コンテナ取扱個数は実入りコンテナ
と空コンテナを合計した値である
H21は速報値

資料：東北地方整備局ＨＰ資料

【単位：ＴＥＵ】

内航フィーダー

外貿ダイレクト
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秋田港
13%

仙台塩釜
港
63%

大船渡港
1%酒田港2%

東北港湾取扱個数
(H21)

288,847TEU

東北港湾取扱個数における各港シェア

港湾別外貿コンテナ取扱個数の推移

◇外貿コンテナ貨物
○東北６港の外貿コンテナ取扱個数のうち、仙台塩釜港は全体の６３％(Ｈ21)を占めている。
○仙台塩釜港取扱個数のうち、４４％は内航フィーダー貨物である。
○近年、仙台塩釜港の取扱個数の増加が顕著である。(H16：95千TEU⇒H21：102千TEU)

◆仙台塩釜港（仙台港区・塩釜港区）
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【木材チップ】輸入

仙台塩釜港

石巻港
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(千ﾄﾝ) 【米・雑穀・豆】輸移入

仙台塩釜港

石巻港

八戸港

釜石港

0

500

1,000

1,500

S60 H2 H7 H12 H16 H20 H21

(千ﾄﾝ)

【動植物性製造飼肥料】輸移入

仙台塩釜港
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バルク貨物の港湾別貨物量の推移

◇バルク貨物
○製紙関連産業の原料である木材チップの輸入量は、東北の取扱量のうち八戸港が50％、次い
で石巻港が38％を取り扱っている。

○また、配合飼料工場の集約化により原料であるとうもろこしの輸入量も、八戸港が68％、次
いで石巻港が23％を取り扱っている。
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